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NIIの論文検索ツール史
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NIIの論文検索ツール史
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利用状況

8,000,000 
各サービスの月間サーチ回数

6 000 000

7,000,000 

, ,

GeNii

CiNii
KAKEN

5,000,000 

6,000,000  NII‐DBR
JAIRO

3,000,000 

4,000,000 

1,000,000 

2,000,000 

0 

4



利用状況(CiNii)

 サービス開始（平成17年4月）からの月間利用回数
 メインユーザ（大学生）の生活行動反映（夏季休暇中の低下など）
 上げどまり？

H21.4
等

H22.11
Yahoo連携開始

UI等リニューアル

H19.4
Google連携開始
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CiNii（サイニィ） とは

発信学協会 大学 発信学協会・大学
研究者、学生
の研究・教育

基盤

電子化

基盤

（電子図書館） （論文情報ナビゲータ）

ELS+CJP+

書誌DB本文DB

（電子図書館） （論文情報ナビゲ タ）

雑索+IR＋
J-STAGE,etc=
約1,500万論文

NII-ELS
(学協会誌・紀要)
約370万論文※

6 国内最大の論文情報サービス

約 論



CiNiiの裏側

CiNiiサービス
のキモ

著者・論文同定
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様々なソースを同定・統合して提供

CiNii収録各データベース

データ数、増加数、更新頻度（8/1現在）

データベース名 データ数* 年間増加数 更新頻度 本文 料金

NII-ELS
学協会刊行物

約330万件 約15万件 日次 ○ 一部
有学協会刊行物 有

NII-ELS研究紀要 約100万件
(本文40万件)

約6万件 日次 ○ 無

引用文献索引
データベース

書誌：約185万件
引用：約2050万件

書誌：約15万件
引用：約170万件

10回/年 × 引用
は有

雑誌記事索引 約1040万件 約45万件 週次 × 無雑誌記事索引
データベース

約 約

機関リポジトリ 約58万件 不定 週次 ○ 無

J STAGE/ 約43万件 不定 数回/年 ○ 無J-STAGE/
Journal@rchive

約43万件 不定 数回/年 ○ 無

CiNii合計* 約1500万件
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＊重複データが統合されるため、単純合計とは一致しない。



CiNiiの利用登録
機関 個人登録者数

 平成２２年度末現在の登録状況
 定額制契約機関数 ８４８機関

機関、個人登録者数

 定額制契約機関数 ８４８機関
 個人ID発行数 １６，８８６名 ※サイトライセンス個人ID含む
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CiNiiの本文収録状況
学協会誌・紀要

 学協会誌＋紀要で約370万論文（本文）にアクセス可

平成9年のNACSIS ELS開始以来 １5年間の蓄積

学協会誌 紀要

平成9年のNACSIS-ELS開始以来，１5年間の蓄積。

 CiNii提供の書誌情報の約３割にあたる。
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近年のCiNii

 H21.4 システム大リニューアル＆API公開
 H21 6 携帯向けインタフェース公開 H21.6 携帯向けインタフェ ス公開
 H21.11 第1回 ウェブAPIコンテスト

 H22.3 公式Twitterアカウント開始(@cinii_jp)(@ _jp)
 H22.4 著者名検索＆フィードバック機能の実装

 H22.4 学認 GakuNin 参加

 H22.9 UK-Federation 参加(英国のﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝ)
 H22.10  インタフェース改善（料金表示等）

H22 11 ヤフ 連携開始(Y h 論文検索) H22.11 ヤフー連携開始(Yahoo論文検索)
 H22.11 第2回 ウェブAPIコンテスト

 H23 3 計画停電に伴う断続運用 H23.3 計画停電に伴う断続運用

 H23.8 登録論文件数1500万件突破

 H23 11 CiNii Books  全文検索 等リリース予定
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 H23.11 CiNii Books, 全文検索 等リリ ス予定

CiNii Web API コンテスト

•API活用による利用拡大を目的

•第2回 2010年6月4日～10月15日

•スポンサー企業12社

•優秀作品発表会

・平成23年度は「一回休み」
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Shibboleth認証でSSO
利用機関と提供機関によるn:nの相互信頼によって実現利用機関と提供機関によるn:nの相互信頼によって実現

CiNiiの有料論文が見た
い。 IdPへリダイレク

ト

確かにウチの大学の人

個人情報
DB

ID、パスワード入力

認証サーバ(IdP）

ザ

TARO SUZUKITARO SUZUKI 08/07

確かにウチの大学の人
だ。

どうぞご利用くださ
い。

各大学

ユーザ
Science Direct の論文も見たい。

認証済ですね どうぞ認証済ですね。どうぞ。

RefWorksのリストを更新しよう。

以後、SSO
(シングルサインオン)

認証済ですね。どうぞ。
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著者検索

体•同姓同名、異体字を解決
•著者にパーマリンク

なお、まだ分かれている場合はご指摘ください！

チェックして 送信！
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本文利用条件表示
検索結果一覧画面

論文詳細画面
本文が有料か無料か、ひと目

でわかるように！ 論文詳細画面でわかるように！

定額アクセスが可能な場合
画面右上にマ ク

・契約機関内からのアクセス（IP認証）
サイト イセ 個人

画面右上にマーク

・サイトライセンス個人ID
・Shibbolethログイン
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Yahoo!検索 との連携

http://ronbun.search.yahoo.co.jp CiNiiのデータへリンクhttp://ronbun.search.yahoo.co.jp CiNiiのデ タ リンク

検索対象：検索対象：

CiNii収録の学
会誌・大学紀要

（NII-ELS）
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収録データの拡大

民間DB,学会EJ等
とのデータ連携とのデ タ連携

↓
本文到達率向上

「情報学広場」データ
の収録の収録

↓
本文到達率の向上
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本文到達率の向上

CiNiiのユーザ像ザ像

「CiNiiアンケート」調査結果より。毎年ほぼ同じ傾向C アンケ ト」調査結果より。毎年ほぼ同じ傾向

平成２３年度調査（10/4~11/3）
・回答総数：2,036名（昨年度比169名増）

 コアな顧客
 大学関係者（教員、学生院生、大学図）で6割（約1,300名）

 利用頻度

・

 「月に数回」が6割。

 CiNiiをどこで知ったか
 大学（授業、図書館）が6割。Googleが2割。

 分野 分野
 検索対象は人文科学が最も多い。
 専攻で多いのは、心理、教育、情報学 の順。

 欲しい情報
 あって嬉しいのは本文、無くて困るのも本文
 無料であればなお嬉しい。

 欲しい機能
 全文検索がダントツ
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 全文検索がダントツ。



どこで知ったか

 20代前半では 50%以上が「授業・講習会での紹介」でCiNiiを認知 20代前半では、50%以上が「授業・講習会での紹介」でCiNiiを認知

サイトや紹介も含めると、CiNii周知において図書館が多大な貢献
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最後に最後に

未契約 機関様は 機会 是非• CiNii未契約の機関様はこの機会に是非。
– 大学以外の教育機関、一般企業、自治体様も歓迎。

– 個別のご相談承ります。 CiNii利用契約担当 user-request@nii.ac.jp
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